
フ
ロ
ン
対
策
で
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

省
エ
ネ
冷
凍
空
調
機
器
普
及
へ

環
境
省

検
討
会

公
益
財
団
法
人
給
水
工
事
技
術
振
興
財
団
（
浜
田
康
敬
理
事
長
）
は
三
月
三
日
、
東
京
・
西
新
宿
の
ハ
イ
ア
ッ

ト
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
東
京
で
晴
れ
の
設
立
二
十
周
年
記
念
式
典
を
開
催
し
た
。
功
労
者
の
表
彰
や
記
念
講
演
を
交

え
、
給
水
装
置
工
事
主
任
技
術
者
・
配
管
技
能
者
の
育
成
を
は
じ
め
技
術
開
発
・
調
査
・
研
究
に
努
め
て
き
た
誇

り
あ
る
歴
史
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
給
水
装
置
工
事
の
信
頼
性
を
高
め
、
水
道
使
用
者
の
安
心
：
安
全
を
確
保

す
る
技
術
・
技
能
の
一
層
の
向
上
へ
全
力
で
使
命
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
合
っ
た
。

平
成
八
年
の
水
道
法
改
正

で
給
水
装
置
工
事
事
業
者
の

指
定
要
件
が
全
国
的
に
統
一

さ
れ
、
新
た
に
国
家
資
格
と

し
て
主
任
技
術
者
制
度
が
設

け
ら
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て

同
財
団
は
翌
年
、
日
本
水
道

協
会
と
全
国
管
工
事
業
協
同

組
合
連
合
会
の
出
捐
、
厚
生

大
臣
の
認
可
を
得
て
発
足
。

長
年
に
わ
た
っ
て
国
家
試
験

の
実
施
や
技
術
者
・
技
能
者

の
養
成
に
努
め
て
い
る
。

当
日
の
記
念
式
典
に
は
行

政
・
業
界
関
係
者
な
ど
約
百

五
十
名
が
出
席
。
浜
田
理
事

長
が
開
会
あ
い
さ
つ
に
立
ち

「
本
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
皆
さ
ま
の
ご
支
援

ご
協
力
の
賜
物
と
心
か
ら
感

謝
し
て
い
る
。
平
成
六
年
頃

か
ら
住
宅
価
格
問
題
に
端
を

発
し
た
規
制
緩
和
の
荒
波
に

指
定
水
道
工
事
店
制
度
が
巻

き
込
ま
れ
、
水
道
法
改
正
へ

突
き
進
ま
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
。

当
財
団
は
こ
れ
に
よ
り
工
事

に
携
わ
る
技
術
者
を
養
成
す

る
機
関
と
し
て
誕
生
し
た
。

全
国
の
水
道
事
業
体
や
管
工

事
組
合
の
ご
協
力
を
い
た
だ

い
た
と
は
い
え
、
十
名
程
度

の
陣
容
で
設
立
半
年
後
に
全

国
十
一
会
場
で
第
一
回
主
任

技
術
者
試
験
の
実
施
に
迫
ら

れ
、
想
像
を
絶
す
る
多
忙
さ

で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

先
輩
諸
氏
の
労
苦
の
上
に
今

日
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。
そ
の
後
ま
も
な

く
所
期
の
目
的
で
あ
る
配
管

技
能
者
講
習
会
を
開
始
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
近
年
で
は

共
同
研
究
や
東
日
本
大
震
災

の
被
害
調
査
も
実
施
し
て
い

る
。
財
政
的
に
苦
し
い
時
期

も
あ
っ
た
が
、
事
業
の
効
率

化
を
進
め
て
業
務
も
軌
道
に

乗
っ
て
き
た
。
今
後
は
新
た

な
水
道
法
改
正
を
追
い
風
に

す
る
よ
う
な
事
業
上
の
工
夫

が
求
め
ら
れ
る
。
給
水
装
置

工
事
の
信
頼
性
を
高
め
て
水

道
使
用
者
の
安
心
を
支
え
て

い
く
と
い
う
使
命
の
重
要
性

を
十
分
認
識
し
、
職
員
一
同

邁
進
し
て
い
く
」
と
力
強
く

述
べ
た
。

続
い
て
来
賓
の
宮
崎
正
信

厚
生
労
働
省
水
道
課
長
が
大

臣
あ
い
さ
つ
を
代
読
し
、
吉

田
永
日
水
協
理
事
長
、
大
澤

規
郎
全
管
連
会
長
、
藤
田
賢

二
前
理
事
長
、
杉
戸
大
作
元

理
事
長
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
た
。
こ
の
あ
と
藤
田
前
理

事
長
が
「
わ
が
財
団
の
生
い

立
ち
」
、
宇
宙
飛
行
士
の
山

﨑
直
子
氏
が
「
宇
宙
、
夢
、

人
を
つ
な
ぐ
」
と
題
し
て
記

念
講
演
を
行
っ
た
。

祝
賀
会
で
は
江
郷
道
生
専

務
理
事
、
宮
崎
課
長
、
吉
田

理
事
長
、
大
澤
会
長
が
あ
い

さ
つ
し
、
杉
戸
元
理
事
長
の

音
頭
で
乾
杯
。
歓
談
後
、
四

月
か
ら
理
事
長
に
就
任
す
る

眞
柄
泰
基
理
事
の
中
締
め
で

盛
況
の
う
ち
に
散
会
し
た
。

環
境
省
は
三
月
九
日
、
東

京
・
霞
が
関
の
同
省
会
議
室

で
第
四
回
「
フ
ロ
ン
類
対
策

の
今
後
の
在
り
方
に
関
す
る

検
討
会
」（
座
長
・
西
薗
大
実

群
馬
大
学
教
育
学
部
教
授
）

を
開
き
、
上
流
か
ら
下
流
ま

で
現
行
の
フ
ロ
ン
類
対
策
の

抜
本
的
な
見
直
し
に
向
け
た

報
告
書
案
を
ま
と
め
た
。
省

エ
ネ
・
脱
フ
ロ
ン
型
冷
凍
空

調
機
器
の
普
及
促
進
へ
明
確

な
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
策
定
す
る
。

昨
年
十
月
に
モ
ン
ト
リ
オ

ー
ル
議
定
書
が
改
正
さ
れ
、

規
制
対
象
に
高
い
温
室
効
果

を
も
つ
代
替
フ
ロ
ン
Ｈ
Ｆ
Ｃ

が
追
加
さ
れ
た
。
こ
の
た
め

同
検
討
会
で
は
Ｈ
Ｆ
Ｃ
対
策

を
は
じ
め
フ
ロ
ン
類
の
漏
洩

率
の
低
減
や
回
収
率
の
向
上

へ
議
論
を
重
ね
て
き
た
。

報
告
書
案
で
は
上
流
対
策

と
し
て
①
Ｈ
Ｆ
Ｃ
生
産
量
の

規
制
②
省
エ
ネ
・
脱
フ
ロ
ン

型
冷
凍
空
調
機
器
の
普
及
③

Ｇ
Ｗ
Ｐ
（
地
球
温
暖
化
係

数
）
の
高
い
フ
ロ
ン
類
を
使

用
し
た
製
品
の
流
通
抑
制
④

フ
ロ
ン
類
を
漏
洩
し
に
く
く

廃
棄
時
に
回
収
し
や
す
い
製

品
を
製
造
す
る
仕
組
み
│
│

な
ど
を
打
ち
出
し
た
。
業
務

用
冷
凍
空
調
機
器
に
つ
い
て

は
冷
媒
転
換
を
円
滑
に
進

め
、
ユ
ー
ザ
ー
が
計
画
的
に

機
種
を
更
新
で
き
る
技
術
開

発
な
ど
を
推
進
し
て
い
く
。

ま
た
中
・
下
流
対
策
と
し
て

業
務
用
冷
凍
空
調
機
器
の
管

理
者
を
効
果
的
に
監
督
す
る

仕
組
み
づ
く
り
を
行
う
。

技
術
者
・
技
能
者
育
成
を
使
命
に
邁
進

給
水
工
事
財
団
設
立
２０
周
年
で
記
念
式
典

浜田理事長

大澤全管連会長

藤田前理事長

眞柄理事

ハイアットリージェンシー東京で開催

約１５０名が集い一斉に乾杯

江郷専務理事

宮崎水道課長

吉田日水協理事長

杉戸元理事長
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